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1-4. 評価検討部会の開催 

今後の評価を実施するにあたっての課題を含め、効果的な事業の推進に必要な課題の抽

出を行うため、表 1-4-1 に示す有識者に委員委嘱し、検討委員会（以下、評価検討委員会

という）を開催して意見を聴取した。 

各会議の議事録は資料編 3に収録した。 

 

表1-4-1 評価検討委員会委員（有識者） 

氏名 所属・役職 選定理由 

八木信行 氏 東京大学大学院農

学生命科学研究科

国際水産学研究室 

教授 

漁業経済学、海洋政策論の造詣が深い。平成25年度～

平成26年度水産多面的機能発揮対策検討委員。平成27

年度「水産業・漁村の多面的機能発揮の支援のあり方

に関する検討会」委員。平成31年度～令和4年度事例

報告会（シンポジウム）コーディネーター。 

鹿熊信一郎 氏 沖縄県海洋深層水

研究所・佐賀大学

海洋エネルギー研

究センター 特任

教授 

平成25年度～令和4年度 水産多面的機能発揮活動サポ

ート専門家。平成28年度～令和4年度水産多面的機能

発揮対策検討委員。サンゴ礁の保全技術及び海外の

MPA（海洋保護区）における評価手法等について造詣

が深い。平成27年度「水産業・漁村の多面的機能発揮

の支援のあり方に関する検討会」委員。 

桑原久実 氏 国立研究開発法

人 水産研究・教

育機構 水産工学

研究所 水産土木

工学部 部長 

平成25年度～令和元4年度 水産多面的機能発揮活動サ

ポート専門家。平成28年度～令和4年度水産多面的機

能発揮対策検討委員。藻場・干潟造成に関する造詣が

深い。平成27年度「水産業・漁村の多面的機能発揮の

支援のあり方に関する検討会」委員。 

藤田大介 氏 東京海洋大学 准

教授 

平成25年度～令和4年度 水産多面的機能発揮活動サポ

ート専門家。平成28年度～令和4年度水産多面的機能

発揮対策検討委員。海藻類の生態及び藻場の保全技術

（磯焼け対策）についての造詣が深い。 

玉置泰司 氏 一般社団法人 日

本定置漁業協会 

令和元年度～令和4年度 水産多面的機能発揮対策検討

委員。水産業・漁村の多面的機能の評価に係る造詣が

深い。平成27年度「水産業・漁村の多面的機能発揮の

支援のあり方に関する検討会」委員。 

桐生透 氏 元山梨県水産技術

センター 

平成25年度～令和4年度 水産多面的機能発揮活動サポ

ート専門家。平成29年度・令和元年度～令和4年度水

産多面的機能発揮対策検討委員。河川環境保全、外来

生物など、内水面漁業が直面するさまざまな課題に造

詣が深く、現在、長野県内水面漁場管理委員。 

崎長威志 氏 広島県内水面漁業

協同組合連合会 

参与 

平成25年度～令和4年度 水産多面的機能発揮活動サポ

ート専門家。平成28年度～令和4年度水産多面的機能

発揮対策検討委員。水産行政に関する経験が豊富であ

り、県内水面漁連では内水面資源の回復、河川環境の

再生対策の推進にも携わり、前広島県内水面漁場管理

委員。 
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表1-4-2 検討委員会の概要 

委員会名 開催日時・場所※ 議題 

第１回事業評

価検討委員会 

・日時：7月25日（月）10：00～ 

・会場：三会堂ビル9階 第2会

議室 

（1）アンケートの内容修正 

（2）新たな評価手法の検討 

第２回事業評

価検討委員会 

・日時：9月13日（火）10：00～ 

・会場：三会堂ビル9階 第2会

議室 

（1）新たな評価手法の検討 

 

 

第３回事業評

価検討委員会 

・日時：11月8日（火）14：00～ 

・会場：AP新橋5階 会議室L 

（1）新たな評価手法の検討 

 

 

第４回事業評

価検討委員会 

・日時：2月10日（金）10：00～ 

・会場：AP新橋5階 会議室M 

（1）令和3年度アンケート結果の報告 

（2）新たな評価手法の検討について 

（3）他主体との連携による効果の分析に

ついての報告 

※新型コロナウィルス感染症の流行により、ウェブ会議システムを併用して開催した。 
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２．水産多面的機能発揮対策事業の技術サポートの推進 

水産多面的機能発揮活動の技術的水準の向上を図るため、本事業に取り組む活動組織等を

対象として、技術的事項等に関する講習会の開催等及びサポート専門家による技術的な指導

を行った。 

 

2-1. 講習会の開催 

本事業に取り組む活動組織等を対象として、活動組織が行う「環境・生態系保全」「海の

安全確保」「多面的機能の理解・増進を図る取組」に係る活動の技術的水準の向上や課題の

解決、適切な組織運営の推進を図ることや活動組織相互の交流、情報交換の場を提供する

こと等を目的として講習会を開催した。開催場所は交通の利便性や収容人員数等を考慮し

北海道札幌市、愛知県名古屋市、福岡県福岡市の３会場で６月から開催案内を行った。 

講習会は、北海道札幌市、愛知県名古屋市及び福岡県福岡市の３会場で一年ぶりに活動

項目別の部会形式の会場参加型で開催した。なお、名古屋会場のみＷｅｂ参加も可能とし、

藻場、干潟、内水面、サンゴ礁及び海の安全確保と「環境・生態系保全」と「海の安全確

保」を網羅しての講習を行うとともに、水産庁担当官から来年度予算要求等についての説

明の枠も設けてコロナ禍での参加に配慮した。 

環境・生態系保全に関する部会では、会場での活動組織からの事例紹介、コーディネー

ターであるサポート専門家が保全やモニタリング手法、地域との連携等の講習、Ｗｅｂ参

加者を含めた質疑応答及び意見交換等を行い技術水準の向上や参加活動組織などの課題の

解決等を図った。海の安全確保部会では、事例紹介が講習として重要なので、事例紹介組

織が新型コロナウイルス感染リスク軽減のため会場に来られなかった名古屋会場では、会

場参加とＷｅｂ参加併用の講習に加え、監視ネットワーク強化活動については山形県酒田

市、海難救助に関する活動については愛媛県愛南町と会場とをＷｅｂで繋ぎ事例紹介を行

った。 

なお、新型コロナウイルス感染症が蔓延する中での講習会開催となったので、様々な感

染拡大防止対策を講じて開催した。 

 

 (1) 講習の対象と講習場所の選定 

講習会の参加対象は、活動組織、協定市町村、地域協議会会員等の事業関係者とし、

地域協議会を通じて参加を促した。会場及び開催日程は表 2-2-1に示すとおりである。 

 

表 2-1-1 講習会の講師及び講習内容 

日程 会場名 開催場所 

８月２５日（木） 

８月２６日（金） 
札 幌 

北海道自治労会館 

北海道札幌市北区北６条西７丁目５－３ 

９月７日（水） 

９月８日（木） 

９月９日（金） 

名古屋 
ＡＰ名古屋  

愛知県名古屋市中村区名駅４丁目１０－２５ 
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１０月４日（火） 

１０月５日（水） 
福 岡 

福岡県中小企業振興センター  

福岡県福岡市博多区吉塚本町９－１５ 

 

(2) 講習内容とテキストの作成 

会場における講習内容（プログラム）を表 2-1-2に示した。 

講習会は、活動項目別の部会形式での開催し、各部会ではサポート専門家のコーディネー

トのもと令和３年度成果実績及びその他の評価結果を踏まえた保全等に関する技術的講習、

事例紹介及び意見交換等により参加者の課題解決を図った。事例紹介は他の組織の模範とな

る活動組織の活動の中心となる者が講師となって取組の要点を紹介し、参加者は事例紹介内

容と活動状況を比較し、足りない点や、今後、積極的に取り入れていくべき点を自己診断す

るとともに質疑応答等により課題解決等を行った。 

各会場各部会のコーディネーター及び海の安全確保部会での事例紹介先進地区活動組織を

表 2-1-3に示した。 

テキストの内容は、保全やモニタリング手法など活動における課題の解決策等必要な事項

や参加活動組織の活動内容と実績を整理し把握しやすくする等講習会参加者にとって参考と

なるよう考慮し作成した、なお、各会場で配布したテキストは別冊に整理した。 

 

表 2-1-2プログラム 

札幌会場プログラム（８月２５、２６日木・金曜日）会場：北海道自治労会館 

第 1日目 ８月２５日木曜日 

第１部 干潟部会 中ホール 

10：00～10：15 

10：15～11：30 

 

 

11：30～11：45 

11：45 

開会 挨拶 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 散布地区干潟を保全する会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

第 2部 藻場部会 中ホール 

14：00～14：15 

14：15～15：30 

 

 

15：30～15：45 

15：45 

15：45～17：00 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 美国・美しい海づくり協議会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

個別相談 

 

第２日目 ８月２６日金曜日 

第３部 海の安全確保部会 中ホール 

10：00～10：15 

10：15～11：45 

 

開会 オリエンテーション 

海の安全確保 コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 せたな町水域監視活動組織 
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11：30～11：45 

11：45 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

 

名古屋会場プログラム（９月７、８、９日水・木・金曜日）：ＡＰ名古屋 

第１日目 ９月７日水曜日 

第１部 来年度予算要求等について ８階ＢＣ会議室 

10：30～10：45 

10：45～11：15 

11：15～11：30 

11：30 

開会 挨拶 オリエンテーション 

来年度予算要求等について（質疑応答、意見交換） 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

  第２部 藻場部会 ８階ＢＣ会議室 

13：30～13：35 

13：35～15：35 

 

 

15：35～15：45 

15：45 

16：00～16：30 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター中嶋泰氏 

事例紹介 江ノ島・フィッシャーマンズプロジェクト 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

個別相談（Ｈ会議室） 

 

第２日目 ９月８日木曜日 

第３部 干潟部会 ８階ＢＣ会議室 

10：00～10：15 

10：15～11：45 

 

 

11：45～11：55 

11：55 

12：00～12：30 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター吉田司氏 

事例紹介 美浜町漁場環境保全会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

個別相談（Ｈ会議室） 

第４部 海の安全確保部会 ８階ＢＣ会議室 

14：00～14：15 

14：15～15：35 

 

 

 

15：35～15：45 

15：45 

開会 オリエンテーション 

海の安全確保部について コーディネーター益原寛文氏 

事例紹介 山形県海の監視活動組織（Ｗｅｂにて） 

事例紹介 愛南地区沿岸海難（津波）救助協議会（Ｗｅｂにて） 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

閉会 

 

第３日目 ９月９日金曜日 

第５部 サンゴ礁部会 ８階ＢＣ会議室 
10：00～10：15 

10：15～11：40 

 

 

11：40～11：50 

11：50 

開会 オリエンテーション 

サンゴ礁の保全について コーディネーター岩瀬文人氏 

事例紹介 竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 
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第６部 内水面部会 ８階ＢＣ会議室 

14：00～14：15 

14：15～15：45 

 

 

15：45～15：50 

15：50 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全 コーディネーター吉澤和具氏 

事例紹介 名倉川環境保全ネットワーク 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

 

福岡会場プログラム（１０月４、５日火・水曜日）：福岡県中小企業振興センター 

第 1日目 １０月４日火曜日 

第１部 藻場部会 ホール（Ａ＋Ｂ） 

10：00～10：15 

10：15～11：45 

 

 

11：45～11：55 

11：55 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター南里海児氏 

事例紹介 唐泊海士組 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

第 2部 干潟部会 ３０１会議室 

14：00～14：15 

14：15～15：30 

 

 

15：30～15：45 

15：45 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター吉田司氏 

事例紹介 通津アサリグループ 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて 

閉会 

 

第２日目 １０月５日水曜日 

 第３部 内水面部会 ３０１会議室 

10：00～10：15 

10：15～11：40 

 

 

11：40～11：50 

11：50 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全について コーディネーター藤岡康弘氏 

事例紹介 八戸川流域保全協議会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きについて他 

閉会 

 

表 2-1-3 各会場・各部会のコーディネーター及び事例紹介組織・事例紹介者 

会場 部会 
上段コーディネーター 

下段事例紹介者 

札幌会場 

干潟部会 
中尾博己氏 

散布地区干潟を保全する会 西田善行氏 

藻場部会 
中尾博己氏 

美国・美しい海づくり協議会 水鳥純雄氏 

海の安全確保部会 
中尾博己氏 

せたな町水域監視活動組織 藤井卓也氏 

名古屋会場 
藻場部会 

中嶋泰氏 

江ノ島・フィッシャーマンズプロジェクト  

北村治之氏・山下由香里氏 

干潟部会 吉田司氏 
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美浜町漁場環境保全会 蟹江道子氏 

海の安全確保部会 

益原寛文氏 

山形県海の監視活動組織 小笠原健氏 

愛南地区沿岸海難（津波）救助協議会 下田雅一氏 

サンゴ礁部会 

岩瀬文人氏 

竹ケ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会 

奥村正俊氏・岡田直也氏 

内水面部会 
吉澤和具氏 

名倉川環境保全ネットワーク 松井弘光氏 

福岡会場 

藻場部会 
南里海児氏 

散唐泊海士組 山崎賞二氏 

干潟部会 
吉田司氏 

通津アサリグループ 鷲尾進治氏 

内水面部会 
藤岡康弘氏 

八戸川流域保全協議会 山﨑史朗氏 

(3) 参加状況及び開催結果 

参加状況 

参加状況は、表 2-1-4 に示すとおりであり、会場参加者は福岡会場が１４０名と最も多く、

３会場の合計は３６７名であり、Ｗｅｂ参加者は２３０名であった。部会の会場参加及びＷ

ｅｂ参加者数は、藻場部会は合計２１９名、干潟部会は１２６名、内水面部会は５３名、サ

ンゴ礁部会は２９名、海の安全確保部会は７３名であった。新型コロナウイルス感染症蔓延

の中での開催なので、開催日直前となって開催地の蔓延状況等から参加を見送る参加予定者

があり、特に活動組織からの参加が少なかった。しかし活動組織からの出席者の中には、積

極的に質問したり意見交換に参加したり、他の活動組織からの参加者と情報交換が行われて

いた。各会場における議事録を資料編 3に収録した。 

 

表 2-1-4 講習会参加者数一覧 

（名） 

会場 予算等 藻場 干潟 内水面 サンゴ礁 海の安全 合計 

札幌 － ５０ ３３ － － ４１ １２４ 

名古屋 ２６ ２６ １３ １３ １５ １０ １０３ 

名古屋 web ７１ ６９ ３４ ２０ １４ ２２ ２３０ 

福岡 － ７４ ４６ ２０ － － １４０ 

合計 ９７ ２１９ １２６ ５３ ２９ ７３ ５９７ 

 

講じた新型コロナウイルス感染症蔓延防止対策 

・事前申込により、参加者氏名及び連絡先の把握を行った。 

・密集となる受付は設置しないで、テキスト等配付物は、開会前に事務局が座席に配付し

た。 

・当日の出欠把握は出席者カードを各席に置き所属、氏名を記載してもらいカードを回収

することのより行った。また、この出席者カードには席番号が表記されていて、座席の位

置が特定できるようにした。 


